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　　　　　　　　　　 雌 メダ カ に よるテ ス トス テ ロ ン の 測定に 関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　恒 吉　正 己 （鹿児 島大 ・教 育 ・生 ）

　26°G の 温度 に 保 た れ た テ ス ト ス テ ロ ン 稀釈液 中 に 雌 メ ダ カ を飼 育 す る と ，実 験 時期 に よ つ て 恒 メ チ ル テ

ス ト ス テ ロ ン の 場合 （岡 田 ・江 上 ，
’54 内分泌 ，

1，36） と同様 に，臀鰭軟条 に 笑 起 を生ず る 。 発現時期 は

冬 か ら初夏 暇 ら れ，Z れ 以 外 の 時期 にUi 反齢 秘 な V’・・し か 醗 現 突 誘 は 冬眇 く・そ の 歙 第 囎

加 し て 顧 畷 大 とな る 。 反 応 腰 す 狙 数 終 眦 べ る と初 夏 は 速 い ・ 卿 藍期闇 に 繍 る用 蠹 騨 1°°

〜7・・ rlidl で ， ・ 唖 囲内 で は濃 度 に 比 例 し 嫉 起 発 現 が 認 め られ る・灘 が こ の 範 陵 越 え る と メ 勤 は

ま もな く死 亡 す るが 源 因 は 糊 で あ る。難 発現 の 轢 瞻 く ・最飯 応 イ直・・ 才常 る平 駿 騰 は 7°° 「，id1

に お い て 僅 か に 20 コ で あ る 。

　 し か し，稀 釈 液 の 容 量 や 飼育個体敷 は 突 起 の 発現 に 影響 が な か つ た。

以 抑 褓 か ら み て ．殿 期 間 （冬 力・ら初 夏 ） に お け る テ ス 協 テ ・ ン の 糧 1ま 1°°〜7°° 「 ノdl　 ° m 量 va

囲 に お い て 可能 で あ る と考 則 る 。

　　　　 メ ダ カ の 遺 伝的 オ ス （XY 、 の 性転換魚 の 子 孫 ， 特に YR 　Y
γ

オ ス の 生 存能 力

　　　　　　　　　　　　　　　　　 山本 時男 （名大
・理 ・生）

　メ ダ カ をふ 化直後 か らエ ス トロ ン を投 与 し て 尉 云的 オ ス （X ’YR ） の 緋 メ ダ カ を機能的 メ ス に し． こ れ ら

を一尾 つ つ 白 オ ス （X7Y つ に 交雑 し て 5 組 の F
， を得 た 。　F ， は期待逼 り r （白 ）ユ ： r （白）S ： JC（緋 ）♂ t；

t ：1 ：2tcfi 離 し た 。　F 、 の R ♂ ε 中 に は X ’YR オ ス と ITR
’t
’
r オ ス が 含 ま れ て い る筈 で あ る が，実際 12

助 擬 交 配 に よ つ て 曜 の y ・ yr 脳 力・検謎 縦 ・生存能力 の あ る Y ”YR オ ス ガ極め て 稀 （既報〉

で あ る 。 と 、尉 比 し て YRYr オ ス は ほ とん どす べ て 生存能力 の あ る ・ と が 験 証 さ れ た ・ ・ れ 贈 通 の YR

染躰 の
一

部 礒 伝子群 の 退 化 し 癬 能部 （一） が 効 ホ モ 離 肚 致死 で あ る カ  Y 「 は 本 来 xT と YR

と の 效 で 出来 た も の で あ る か ら ，
Y ・

に ←ま x か ら rl 一繖 交叉 で 得 た 生 存 lc必 要な 蔀 子群 の 部 分

（＋ ） が あ る と想 定す れ ば 理 解 さ泌 ． すなu・ ち YRYT の 遺 伝蠣 成 は Yn ，

“Y ’ ・＋
で あ る と艨 さ れ る ・

普通 の Y ・　 O 構 聞 ・ Y ・ 广 で X ・
，
・

と の 闇 に （
一

） と （÷ ） 夊 は （R ，

一
） と （r ・＋ ）鮫 叉 t：k’　・： る t　V ’

う想定 は 他 の 実験結果 と完全 に 調和 す る。

甲状腺ホ ル モ ン の 脳下 垂体除去蛙 蚪蝌の 生殖腺に及ぼ す影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　吉 倉　 真 （能本大
・理 ・生）

甲状腺 ホ ，。 モ ． の 生 殖 腺 の 難 に 顧 す 影響 に つ い て は，甲状 駒 ・レ モ ・ の 投与 ，
　 nyt・R腺 除 去・抗 甲状腺

薬剤 の 投 与 な ど に よつ て 研究 され た が ，そ の 結果 両 噸 に 於 て は 両者勵 ・何 ら の 関係 な し と す る駘 と ・

生 殖 腺 の 発 至 は 甲状腺 ホ ル モ ン に よつ て 促進 され た と い う場合 と あ り， な お 研 究 を 要す る様 で あ る 。 何 れ の

場 合鯲 て 娥 磁 そ ・ 魔 下郵 前葉 の は た ら 越 鞭 し 得 ig　Vq ・ 演 者 は そ じ 細 本 赤嫐 生 の 脳 下垂 体

野 め 除 去 し 鎚 ， 難 後約 140 目 唹 て チ ラ
ーヅ ン （龍 臓 器 ） 。・0・・2 ％ 水溶液 で 6〜7 週 間雌 し ・

前蹴 ず る 級 ん で 固 定 し 生 殖蹴 観察 し た．実験，対駁 群 と も卵剿 唹 て 1柳 母細胞 腿 化 精巣 に

於 て は 騾 磯 生 曙 し 崕 延を み た が、特 に 甲棚 泉ホ ル モ ・ の 生 殖腺 に 及 ｛乳 赴 都 ら泌 変化 は 全 く

認 め ら 紘 か つ た。匙 よ つ て み る 1… ，甲状腺 ホ ・・ モ ン と生礁 の 甦 とは 直攤 ・ lc何 ら の ee係 もな叫

の と思 わ れ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （33 ）
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